
私たちは 150 名の人事部門の
リーダーに働き方改革の現状に
ついて伺いました

既に 80 ％の企業が
働き方改革に
着手しています

50％ の企業は、
人事部門が働き方改革を
主導しています

52％ の企業は、従業員の
労働時間短縮に効果が
出ていると感じています

半分の企業が、現在
既に成果が出たと
評価しており

85％ の企業は、
働き方改革は
効果的な結果
を近い未来に
生み出すと
確信しています

働き方改革に向けた、
次の一手として必要
なことを伺いました
多くの企業は人事
システムの導入や刷新
、運用の強化の必要
性を感じています

一方、49％ の企業は
更に従業員や会社の
パフォーマンス向上の 
対策強化が必要だと
感じています

つまり 5 社に
1社は、
未着手です
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